
 

 

 

日 本 独 文 学 会 

 

秋 季 研 究 発 表 会 
 

 

 

 

 

2023 年 10月 14日（土）・10月 15日（日） 

第 1日 午後 1時より 

第 2日 午前 10時より 
 

 

 

 

会場 京都府立大学 下鴨キャンパス 

稲盛記念会館 
 

〒606-0823 京都府京都市左京区下鴨半木町 1-5 

E-Mail: tagung2023kyoto@jgg.jp 

 

 

 

 

 

 

 

参加費 

会員 1,000円 

学生会員 500円 

非会員（含む学生）1,500円 
 

※参加費は事前振込です。詳細は学会 HP等のお知らせをご覧ください。 

 

 

 

日 本 独 文 学 会 

〒170-0005 東京都豊島区南大塚 3-34-6 南大塚エースビル 603 

Tel./Fax: 03-5950-1147 

E-Mail (メールフォーム)：http://www.jgg.jp/mailform/buero  

http://www.jgg.jp/mailform/buero


第 1日 10月 14 日（土） 
 

 

開会の挨拶（14:25～14:30） 

A会場（104教室） 

京都支部長 青地 伯水 

会   長 小黒 康正 

 

※ポスター発表は開会挨拶に先んじて 13:00に始まります。 

 

 

 

 

シンポジウム Ⅰ（14:30～17:30） 

A会場（104教室） 

 

「群集」を再訪する――ただしパトスなしに 

両大戦間期ドイツ語圏の文学における群集表象の再検討 

 

司会：海老根 剛 

１．同期と拡散の詩学――ヴァイマル共和国時代の都市小説における群集のイ

メージ                          海老根 剛 

２．発酵する群れ、発熱するテキスト――A・デーブリーン『山 海 巨人たち』

における文学的テルモグラフィー                   粂田  文 

３．第一次世界大戦と「死者たちの群集」表象――戦友意識と戦死者祭祀                              

古矢 晋一 

４．未解決の問いとしての群集――H・ブロッホの群集思想と小説美学  

                                    早川 文人 

 

 

シンポジウム ⅠI（14:30～17:30） 

B会場（103教室） 

 

Die Romantik zwischen Universalpoesie und Gesamtkunstwerk 

 

司会：大宮 勘一郎 

１．Zum Verhältnis von Poesie, Medien und Wissen bei Novalis 

                       Johannes Waßmer 

２．Romantische Subjektivität im Werk Justinus Kerners 

                                                               Takeo Tano 

３．Justinus Kerners „Reiseschatten“ als romantisches Gesamtkunstwerk 

                            Arne Klawitter 

４．Spiegelung und Blendung. Glasmedien im Werk von E.T.A. Hoffmann 

                             Michael Wetzel 

 



口頭発表：文学 I（14:30～17:45） 

C会場（102教室） 

 

司会：小林 哲也・菅 利恵 

１．啓蒙の合流点としての『ドイツ建築について』        今村  武               

２．幻想としての芸術崇拝――ヴァッケンローダーとティーク『芸術を愛する

ある修道士の心情の吐露』(1797)におけるラファエロの絵画『システィー

ナの聖母』崇拝について                  馬場 浩平 

３．Wider „Ausländerey“ und „Exoteromanie“. Problematisierung und Pathologisierung 

des Exotismus um 1800                 Thomas Schwarz 

４．理想の劇場の創出を目指して──グラッベの作品における喜劇的要素につ

いて                           児玉 麻美 

５．シュティフターの政治論における「人間社会」概念とその『晩夏』との関

連について                        杉山 東洋 

 

 

口頭発表：語学（14:30～16:25） 

D会場（101教室） 

 

司会：金子 哲太・大喜 祐太 

１．モダリティ表現の解釈についての一考察――AI翻訳と人間翻訳の比較を通

して             横田 詩織 

２． 接尾辞-ungの分布変化――中世ドイツ語訳ベネティクト戒律に基づいて 

黒田  享 

３．相関詞 esの談話上の機能                 井坂 ゆかり 

 

 

 

ブース発表 I（14:30～16:00） 

（ブース発表は途中での出入り自由です） 

E会場（206教室） 

 

時制と情報構造：完了時制と過去時制を対象に           藤縄 康弘 

 

 

ブース発表 II（16:15～17:45） 

（ブース発表は途中での出入り自由です） 

E会場（206教室） 

 

「赤新語を行く人は死にに行く人」――ドイツ語＝日本語 E-Mail タンデム学習に

おけるフィードバックの役割        中川 慎二 ・ 渋谷  歩 

 

 

 

 



ポスター発表（13:00～14:30） 

（ポスターは期間中を通じて掲出されています） 

１F入口ホール 

 

ドイツ語心態詞を含む発話における発話意図とアクセントおよび音声特徴との

かかわりについて             生駒 美喜 

 

 

 

懇 親 会（18:30～20:30） 

 

会場：イタリアンレストラン「In the Green」 

会費：6,000 円（学生・常勤職のない会員は 5,000 円） 

 

※懇親会費は事前振込です。京都支部からのお知らせをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2日 10月 15 日（日） 
 

 

シンポジウム III（10:00～13:00） 

A会場（104教室） 

 

カリスマ教師とその弟子たち 

戦間期ドイツにおける人文科学の再生と変容 

 

司会：香田 芳樹 

１．三つのモナド論――第二次大戦前夜の個我と国家の問題について    

               香田 芳樹 

２．自由から義務へ――フッサールとハイデガーの間のハンス・ライナー 

                               馬場 智一 

３．「そして、 もしこの本が成功しているならば、この本はひとつのゲシュタ

ルトであるだろう」――ムージルの思想と作品における現象学的課題とし

てのゲシュタルト概念                   宮下 みなみ 

４．ゲシュタルトの誘惑――ゲオルゲ・クライスにおけるドイツ・ユダヤの共

生について                        稲葉 瑛志 

 

 

 



シンポジウム IV（10:00～13:00） 

B会場（103教室） 

 

中世文学における婦人の名誉 
 

司会：嶋崎 啓 

１．中高ドイツ語の êre「名誉」の語義について           嶋崎  啓 

２．『パルチヴァール』における「名誉」の諸相         松原  文 

３．ミンネザングにおける婦人の名誉――「婦人の歌」を中心に  伊藤 亮平 

４．イゾルデの名誉と愛――トリスタンの刀の欠損部分の意味   渡邉 徳明 

 

 

口頭発表：文学 II、文化・社会（10:00～12:35） 

C会場（102教室） 

 

司会：児玉 麻美・須藤 秀平 

１．フランツ・カフカ『訴訟』と第一次世界大戦       藤田 隼風 

２．分裂する人称と精神の危機――フランツ・カフカ『巣穴』  山下 大輔 

３．トラークルの『夢の中のセバスティアン』詩集の成立過程に見える「妹の

連作」                                                                                                      保坂 直之 

４．戦後ドイツにおける「理念の喪失」とホロコースト否定論    渡辺 将尚 

 

 

口頭発表：ドイツ語教育（10:00～11:55） 

D会場（101教室） 

 

司会：田原 憲和・吉村 淳一 

１．Schulentwicklungsprojekt „Deutschförderung Plus“ – langfristige wissenschaft-

liche Begleitung einer integrierten Deutschförderung an einer deutschen Auslands-

schule                      Nina Kanematsu / Diana Beier-Taguchi 

２．ドイツ語学習者の発話における「非流暢性」を考える     星井 牧子 

３．日本におけるドイツ語学習者の Willingness to Communicate と諸影響要因と

の関係性の変化                      山田 真実 

 

 

           

閉会の挨拶（13:00～13:05） 

A会場（104教室） 

 

今井 敦 

 

研究発表会期間中，上記のプログラムに加えて，書店・出版社等による書籍展

示が行われます。  



交通と会場のご案内 
 

 

研究発表会場：京都府立大学 下鴨キャンパス 稲盛記念会館 

〒606-0823 京都府京都市左京区下鴨半木町 1-5 

 

最寄り駅：地下鉄烏丸線「北山」下車 １番出口から南へ徒歩 5分 

 

懇親会会場：イタリアンレストラン「In the Green」 

（案内図参照。発表会会場より徒歩 5分。 

〒606-0823京都市左京区下鴨半木町府立植物園北山門横） 

 

 

Informationen zum Tagungsort 
 

Die Tagung findet auf dem Shimogamo-Campus der Kyoto Präfekturuniversität (in 

„Inamori Memorial Hall“) statt. 

Adresse: 1-5 Shimogamo-Hangi cho, Sakyo-ku, Kyoto 606-0823 

 

Der nächstgelegene Bahnhof: 

Kitayama (U-Bahn Karasuma-Linie) 

 

Der gesellige Abend (Party) findet im italienischen Restaurant In the Green statt. (Etwa 

in 5 Minuten zu Fuß vom Tagungsgebäude erreichbar. Siehe den Plan!) 

 

 

Nähere Informationen unter URL:  

https://www.kpu.ac.jp/guidance/campus/shimogamo/ 

  



アクセスマップ / Standort 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都府立大学 HPより抜粋：https://www.kpu.ac.jp/guidance/campus/shimogamo/ 

京都三大学教養教育研究・推進機構 HPより抜粋：https://kyoto3univ.jp/p170 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市左京区下鴨半木町 府立植物園北山門横 

075-706-8740 https://www.inthegreen.jp/ 

IN THE GREEN 

https://www.inthegreen.jp/

